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グループ進行役の先生へ

　防災主任の指示があってから，このグループ進行表を参考にグループの進行をしてください。
	時間
	活動内容 『 グループ進行用　せりふ例 』
	進行上の留意点

	１分
	防災ワークショップ・学区（地震）編

　

　
『これから防災ワークショップの学区（地震）編を始めます。進行役になりました○○です。よろしくお願いします。それでは早速始めましょう。』    
①　状況を確認する。                                        
『今回の状況は地震による非常に強い揺れが発生したという想定です。』
②　学区内地図を確認する。                  
『各自学区内地図を見て，状況をイメージしてください。』
	・グループ全員で確認を
する。

	５分
	③　学校・避難場所・道路などをフェルトペンで囲み（なぞり），
「地図に見える化」をする。
『それでは作業に入ります。今から３色のペンを使って，「地図の見える化」を行います。』
『赤ペンは○○先生お願いします。学校や避難場所，地域の目印となる他の学校や工場などを，赤ペンで丸く囲んでください。』
『青ペンは○○先生お願いします。主要道路や川，線路などを青ペンでなぞってください。』
『黒ペンは○○先生お願いします。スーパーやコンビニなど災害時に役立つ場所，災害時に危険と思われる道路，地形など地理的自然条件を丸で囲むか，なぞってください。』
『他の先生は，地図全体を見て，見える化が必要な場所や条件を声掛けしてください。時間は５分です。』　
	・学区内地図に塗り絵を
するつもりで，各グループ工夫して見やすく書き込む。

	
	④　「考えられる危険」を付箋（色Ａ）に書き出し，学区内地図の該当場所に貼る。                              
『それでは次の作業に入ります。各自付箋（色Ａ）に場所毎の「考えられる危険」を書いて，学区内地図をよく見て貼ってください。１枚の付箋に１つのことを書いて，できるだけたくさん貼ってください。時間は４分です。』
『考えられるだけたくさん書きましょう。』
	・付箋（色Ａ）を多めに
配る。
 

	７分
	⑤　「考えられる危険」について発表し，話合いをする。      
『では，それぞれが貼った付箋を基に，該当場所と考えられる危険について説明をしていきます。１人１分以内で発表をお願いします。それでは私から発表します。』                 
『発表ありがとうございました。それでは「ここに書いた危険が本　当に起こりそうかどうか」「同じような危険が他の場所で起こる　可能性はないか」「起こったとしたらさらに別の危険に発展する　可能性はないか」など自由に話し合っていきましょう。』
	・進行役から時計回りに
順番に１人１分以内で説明するよう促す。
・自由な話合いにする。

	４分
	⑥　「具体的な対策」や「児童生徒等への指導」を考え，付箋
（色Ｂ）に書き出し，学区内地図の該当場所に貼る。
『今度は付箋（色Ｂ）に，「具体的な対策や児童生徒等への指導」を書いて先ほどのように貼っていきましょう。時間は５分です。』
『自分の貼った付箋についてだけでなく，他の先生方の貼った付箋　についても書いてください。』
	・付箋（色Ｂ）を多めに
配る。

	７分
	⑦　「具体的な対策」「児童生徒等への指導」について発表し，話合いをする。
『順番に１人１分以内で書いたことについて，発表をお願いしま
　す。それでは私から発表します。』                           『今発表してもらった対策や指導が実行可能か，どの場面での指導　　が可能かなどを自由に話し合いましょう。』
	・進行役から時計回りに
順番に１人１分以内に説明するよう促す。
・自由な話合いにする。

	８分

	⑧　付箋（色Ｂ）を模造紙にグループ化し，共通のキーワードでまとめる。　

『付箋（色Ｂ）をグループ化して模造紙に貼り，共通のキーワードでまとめましょう。キーワードは，フェルトペンで書いていきましょう。』
『共通するキーワードによって，新たな気付きが生まれるかもしれません。その場合は付箋を追加したり，直接模造紙に書き込んだりしましょう。』
	・付箋を並び替え，分類
し，グループ化するよう促す。
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地震が発生した場合に起こり得る学区内の危険とそれに


対する事前対策，指導を考える。
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